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輯
愈
口
当
碕
．
河
南
県
令
だ
ぅ
庶
廻
一
鍵
々
Ｌ
く
ほ
館
を
離
例
ろ
ご
と
は
下
余
な
い
．
こ
の
場
合
、
宇
翼
が
ず
ず

洛
陽
に
蠕
ラ
マ
霜
愈
に
告
げ
．
駕
董
礼
部
仮
送
っ
液
最
高
責
任
壱
で
あ
る
河
軍
手
に
も
報
舌
し
て
い
る
付
ず
Ｔ
あ

る
・
当
晴
河
南
尹
は
た
桐
だ
っ
八
か
。
元
細
四
茸
十
一
一
月
壬
申
朔
に
映
鏡
観
雲
使
か
弓
河
南
尹
に
遷
っ
辰
房
式
は

五
葦
十
二
月
騨
酉
〆
宣
州
刺
史
宣
款
弛
観
寮
宗
旨
軍
等
庚
ｘ
Ｌ
Ｔ
去
り
・
壬
午
に
割
岳
観
察
俵
郡
士
雲
が
河
南
尹

帳
転
じ
六
年
三
月
乙
未
朔
広
検
校
工
部
尚
雪
需
溌
狩
長
宍
肥
羨
軍
師
壹
使
ｚ
す
う
了
い
夢
。
五
年
士
一
月
癸
酉
口

七
日
・
壬
午
は
十
六
日
で
あ
る
．
覺
の
報
告
し
た
泪
手
は
言
だ
っ
た
か
鄙
だ
う
た
か
。
い
ず
楓
に
Ｌ
て
も
、
こ
制

だ
、
の
手
鏡
宗
芝
小
融
・
雷
愈
何
豐
か
ら
詳
細
を
閏
壽
．
河
南
尹
釣
内
示
あ
る
い
は
内
諾
を
得
及
上
で
「
篭
例
堂

菱
書
い
た
下
あ
言
う
。
雷
ぼ
子
の
報
声
を
せ
ず
に
．
あ
る
い
同
手
紙
で
闇
広
合
わ
巳
了
、
戻
安
に
一
ヵ
年
近
く
蒲

苗
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
考
-
ス
が
た
い
。

蓋
事
件
と
い
ウ
の
は
、
実
に
奇
妙
な
事
件
『
ｌ
あ
る
・
乾
亀
の
「
蓋
の
弁
」
に
よ
る
と
皇
甫
浸
が
愈
に

苔
Ｌ
明
白
に
せ
宙
ん
吋
子
と
篝
と
ほ
と
ん
ど
罪
差
褐
人
。
→

と
害
ラ
沢
-
と
い
う
。
念
は
直
接
の
權
罵
ず
ほ
あ
っ
て
も
-
農
茎
付
試
阪
合
拾
夫
、
ぜ
礼
部
誌
Ｌ
壷
つ
だ
冨
仕
音
何

河
南
手
だ
．
Ｌ
か
し
亀
の
弁
に
は
河
南
手
に
ぼ
ひ
と
二
と
し
鰯
御
な
い
。
も
し
雪
や
愈
が
罪
達
博
べ
一
、
な
ら
ば
当

然
ぞ
ｑ
「
罪
」
何
河
南
尹
に
も
及
斯
・
竺
く
の
二
と
伺
愈
が
知
今
な
い
二
迄
で
”
な
い
。
「
語
の
弁
」
で
雲
乏
推
蕉

し
夜
の
卿
わ
た
じ
だ
と
亀
が
亜
三
４
．
ろ
の
は
、
問
題
の
責
任
の
前
任
を
お
の
荊
一
身
の
範
囲
で
言
い
と
肋
了
・
河

南
尹
腐
ま
で
及
ぼ
す
手
い
-
と
す
薯
作
戦
だ
っ
た
と
考
え
今
拭
ろ
。
こ
の
推
測
〆
誤
り
が
な
げ
制
ば
．
翼
を
奴
室

し
た
連
中
の
目
標
は
、
李
賀
子
の
も
の
下
ｎ
な
く
河
南
手
辰
っ
な
の
下
け
な
い
か
。
．
｛
皇
ゞ

ｑ■■

一
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一

●

歴
で
は
な
く
-
蕊
愈
が
莞
ん
な
侭
宥
入
打
せ
ね
け
な
ら
側
人
物
と
も
思
え
ぬ
が
、
王
承
宗
討
伐
に
あ
淀
可
了
割
り

あ
て
今
楓
た
四
千
車
両
の
糧
秣
壷
へ
旱
懸
の
時
だ
か
ら
引
宗
う
け
ら
打
切
と
上
表
Ｌ
て
人
目
た
ち
を
窪
嗜
ま
せ
た

韮
う
な
ど
こ
弓
も
易
ｕ
天
子
電
宗
も
ど
の
人
棚
に
口
不
思
議
な
く
ら
い
好
意
節
だ
っ
た
エ
ウ
戸
・
あ
る
い
、
天

子
の
￥
の
韮
う
な
好
・
惠
壼
妬
族
す
る
あ
た
り
の
者
が
“
￥
の
八
つ
あ
た
り
道
專
に
李
賀
を
つ
か
ず
え
た
と
い
、
つ
と

二
打
ら
の
こ
と
は
推
測
に
．
す
ギ
、
め
・
し
か
Ｌ
・
河
南
行
か
ら
椎
濤
ま
制
一
に
雪
士
が
、
た
と
え
従
か
ら
超
こ
さ
楓

辰事汗の仮肋ゴのう了池札部の試験を断念Ｌまつとじ-．あるいは瀕会Ｌ侭過ぎｆ・亨椚乏釦飼育に

富びる義務が壽士仮はあうたばずで、千柄をも言っ侯とす吾と．次の段階で華礼郎に就く条件を粥９

こ
ん
ど
は
／
自
ら
願
壌
Ｌ
た
こ
と
に
な
る
た
る
-
つ
。
げ
ん
に
奉
礼
部
に
万
フ
穴
と
い
う
事
実
が
あ
ろ
以
上
、
李
馨
も
《

ま
た
官
吏
社
会
の
予
備
員
と
Ｌ
了
の
義
務
や
礼
簔
は
と
も
か
く
票
Ｌ
了
い
辰
と
考
え
る
べ
き
で
あ
君
、
フ
。
§
キ
ラ
痕
３

凸
凸
Ｌ
９
-
色
・
●
．
■
■
■
■
■
■
■
■
》

と
す
楓
は
「
出
城
」
詩
ぴ
作
ら
楓
（
と
ま
の
帰
郷
何
-
や
、
〃
元
和
五
茸
の
冬
、
と
い
う
こ
と
に
写
言
ウ
や
『
、
”
｜

一堂王十二月、弄式と郡士壽が河南尹左交代し・。一ハ茸一一一月乙未朔に郡士美は検校工部間琴辮蝋侭凶

長
失
確
蒙
軍
師
妻
使
と
な
り
．
秋
に
口
慧
急
が
河
南
の
令
ひ
ら
尚
書
窟
方
罠
外
部
庇
っ
つ
り
長
妥
・
に
か
六
つ
了
い

寺
和
●
池
守
●
屋
・
、
Ｃ
Ｄ
早
．
●
》
か
←
。
《
■

石・牢零がどのェ、つ厚名目でぴはともかくも・奉礼部に就職しつるについ了の実際鯛な運馴れか

制士美や韓愈の力に鼻今たのではないだろうか．心Ｌ〉マ今だとす例げ、曇愈が妄寝に〃六一つ、たｍ

弓に実現Ｌたと考えるのが実際原卵するように蔵ぜら汽例の言蔚過」竺一隠は韓愈が職方舅外郎，

の誇令空うけ赴仕芝》別にし了奎竜堤と垂〈に弩を洛陽の下宿か昌谷の自宅に催ずわ了やっ淀》他切這一

す打ば八我今聿翅耐冥鴻へ他日不蓋拡げ諾Ｖの句も通りがよく斬る．マゥＬ了奉礼郎任宮同亡謎》

、

こ
葛
で
も
あ
ろ
う
か

、



！
§
…
＃
…
霞
…
…
…
爵
：
畷
：
…
富
…
臺
薑
鬘

一
圏
予
打
剛
祷
の
弩
の
行
割
も
・
わ
か
う
ぬ
こ
と
か
多
い
．
が
．
さ
き
に
引
い
た
荒
丼
「
年
請
」
乏
乙
っ
て
寺
可
年

双
だ
け
才
局
す
と
-
元
和
十
年
一
一
十
五
鳶
-
長
安
か
ら
三
一
谷
へ
帰
り
・
七
月
潟
州
に
心
か
ｒ
、
十
二
茸
二
十
上
痩

澗
州
が
今
昌
谷
へ
幅
フ
産
と
い
う
こ
と
に
な
る
・
こ
の
よ
う
に
墓
謹
翻
な
幸
瑛
乏
次
了
侯
上
下
婦
科
関
畷
⑦
諸

昨
を
ど
こ
に
割
″
振
り
う
石
か
を
一
う
一
つ
検
討
す
る
の
だ
。

合
押
品
に
つ
い
丁
の
琢
娼
は
泡
の
上
っ
に
湧
く
が
《
鐺
か
例
仮
上
で
疎
い
と
通
だ
だ
弓
っ
。
た
だ
「
昌
芭
詩
」

⑦
晶
捺
に
み
え
ろ
「
鰻
実
子
」
の
諾
便
工
っ
丁
「
春
帰
昌
谷
」
の
帰
郷
が
唾
淀
Ｘ
と
雲
の
雪
と
旧
勺
朝
廷
へ
の
見

限
〃
で
は
な
か
７
た
か
と
考
え
今
杁
、
寺
、
二
と
堂
こ
楓
ま
で
に
し
く
ど
く
竺
何
雲
も
鬘
い
灰
気
が
す
る
が
・
次

阪
引
く
一
女
が
．
頴
鴬
に
￥
の
二
と
菫
示
唆
す
る
だ
ズ
ラ
。

；…鴎美はやはり牛馬の皮など下作フた大宍ワ皮袋Ｔあろう。…：．・・・：西闇篇期の宍零段に雪塔友」

の
語
が
漏
り
．
〒
⑦
蟇
の
字
画
罵
乏
皮
婆
の
中
に
つ
め
辰
形
で
あ
る
．
そ
の
字
飛
に
主
ろ
と
、
包
ま
制
可

い
る
の
は
神
判
に
用
い
了
敗
椚
た
騒
濤
下
あ
る
．
お
帯
ら
く
「
あ
形
式
び
灌
と
い
う
古
怖
の
暇
積
の
方
茜

であろっ。神に封する汚錆ｎ．莞の解篶に浄毒詞了いろは才下弱壱・

ゞ
蔵
王
勾
践
ロ
異
童
斌
ぼ
し
淀
の
ち
．
Ｏ
と
け
寅
方
に
覇
王
と
可
大
、
給
世
の
美
人
西
施
を
擁
Ｌ
了
崇
菫
乏

￥極め…〃…：八か-〒⑦壼篝乏侯すけた苑孟ば-か．ズラ了燕黙とＬ了千の陀査去った・・・…》：苑志

が献垂去看に当庇７了-各蓬驍実子受と改め丁いるのｎ．伍子蛋が鴎夷仮包圭抓Ｔ江中応流

ウ
、 三
止
月
ご
考
と
考
え
ろ
こ
ｚ
が
下
表
ろ

■

一

即

口

○

石
の
准
測
が
耐
ろ
ま
洞
ろ
と
、
奉
礼
郎
毒
職
汀
た
ぶ
ん
元
和
丸
年
書
で
「
春
帰
昌
谷
」
は
こ
の
年
の
作
と
汀
弓

一

夕

１■Ｌ

|41･14 ９９４
〆



字窒勗「瘤少年」紹董は一一土一句の詩ｒ了⑦窯一千一・二十一奇は八這-っ菫、哉華は熱假艮ぐ

ほ〃と、髪白く面籔函左四二と専玲相待ＴＶ掌道話薑鎮戻在・要白面溺零椙待下ある・この》「儲白

面郡」⑦出郷査王崎付『淫室経』だｚ指摘し丁いろ・王埼の挙げるの側『妙送達率経』の瞳室義

徳品第十八だが別に従蛇涌出品濤十五にもある。寅欠涌出品の褐は、

と雲えば少壮の人匂年妬勿丁二十一血なろが、人に旨構の子の．：檗白くＬＴ面錨だめろ圭示一筵

０

舎

与

合

一

守

守

〆函毎-守酌■■巳一一●昏■一《・▲■

．
一
、
早
》
》
‘
ロ
〆
『
・
-
一
。
安
守
今
一
一
》
』

鴎
実
に
つ
い
了
け
、
な
お
孔
子
に
閨
す
る
説
話
が
あ
る
．
二
雲
一
Ｊ
’
一
⑦
「
作
僑
」
篇
に
・
孔
子
が
青
に
亡

命
Ｌ
了
暑
塗
に
用
い
ら
打
ろ
こ
と
萱
望
ん
だ
が
、
晏
子
の
友
対
に
よ
こ
ｔ
雪
至
、
価
な
か
司
た
．
阜
一
惠
公
と
晏
子

と
一
卜
摺
み
差
抱
い
た
型
丁
唾
鶴
実
子
皮
芝
田
亭
例
門
に
樹
丁
了
去
っ
た
と
い
-
フ
：
…
・
…
孔
子
の
こ
い
行
為

ロ
言
を
棄
了
Ｔ
去
る
こ
と
を
、
田
常
に
告
げ
る
も
の
Ｔ
あ
う
た
と
犀
Ｌ
了
よ
い
。
田
常
阿
斉
に
亡
命
中
の

孔
子
ｚ
此
謹
言
で
あ
っ
た
の
了
あ
る
。
孔
子
ｎ
ま
も
な
く
書
に
帰
っ
て
い
る
が
、
二
楓
も
吉
た
訣
訓
董
一
示
寸

；
自
己
投
棄
の
形
式
で
あ
う
た
．
（
白
川
静
『
濤
宇
の
出
界
２
』
一
八
上
六
年
三
月
）

鴎
実
説
話
に
つ
い
Ｔ
の
古
の
よ
う
な
解
釈
を
-
志
一
耐
の
人
で
あ
る
李
舅
も
ま
た
傭
い
了
い
辰
か
、
と
い
う
問
顛

ヴ
キ
、
「
そ
く
出
可
く
る
。
ご
郡
一
ま
た
わ
庇
Ｌ
⑦
手
に
あ
ま
壹
一
と
だ
が
、
今
俵
の
参
考
と
Ｌ
了
臺
一
』
と
め
Ｔ
お
く

八
篭
託
・
剛
ｖ
白
髪

面

皷

差奈一-、ろ大去の礼であった．

廟幸一］〉巳一百．剛一歴

印
｜
く
宅

一也劃の一当一・二い’１１

二

ー

△
『
幸
』
Ｊ

弓

ら

ｐ

○

一》ｆ００．■

一

、

今

司

』-
●
一
二
口

、
ロ
ａ酢》

Ｆ
、

ー ̅ - ～ ・ ・ 窯 界
■
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是籾らば哉が字一み-」もの（〉一いい）・子も主涯星職父ど談く、父少くＬＴ子憾老いた〃。世

垂挙げて信ぎぎろ庵。（，奎眼孟繧．・享河運、四二頁ａ）

通喜功徳品Ｋは羨行重重×）〉三汽匡詞応する鱈との滴一々
Ｆ何ろ。》《．、準二》華・一で《《

然楓どもこの衆生は菫→・や匡震老し・年ハ十乏逼ぐ・弘美白く面鍛履み・将臆死せんとする二

と久Ｌグら-一尹・栽桐当に鼬法乏臥Ｔ・之董誹導すべし。（同〈四、一ハ舅Ｃ）｝・《や琴，ぺ、ゞ
・

鍜の衰老の相の、髪白くＬて、面籔だ鼻、歯疎底鍬枯娼巳ろ塁見-其の死すること久Ｌケ、菫、

ろ乏念い-我紙今ま式に裳，え了・這票乏得せＬむくし。（同ゞ
四七一房ａ）

同
じ
珪
華
下
も
『
正
浩
菫
経
』
下
は
「
髪
白
面
謡
」
の
表
現
付
ぽ
い
．
《
・
６

従
鈍
痛
出
品
②
あ
個
即
は
、
妙
浩
華
の
名
斯
⑦
一
つ
だ
が
．
「
掴
少
年
」
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
〃
か
鯛

、
″
な
く
-
随
喜
功
徳
品
の
長
行
（
す
な
わ
ち
壬
碕
の
引
い
た
と
こ
ろ
芝
出
郷
と
宝
胸
丁
い
い
“

Ｓ

「欄少年」が李黄の作一卜｛まちがいなげ減ば、李雲”促しかに紗法華を一蹴んだと敵定Ｔ寺宅・ＬＩ

３
Ｌ
こ
の
作
博
外
岩
に
収
め
負
作
と
宗
っ
人
が
多
い
。
’
４

も
つ
と
も
，
次
い
よ
う
な
好
寶
的
な
意
見
も
あ
る
。

こ
ん
な
作
品
ば
杓
か
り
や
す
く
了
、
民
衆
の
墨
漬
賑
弓
し
の
作
用
が
蚕
弓
竺
ぐ
．
案
外
、
世
間
に
し
て
た
の

で
何
あ
る
チ
リ
か
。
李
壽
四
三
初
期
の
作
品
と
す
御
感
-
椴
の
楽
寄
が
蕊
壺
貫
き
に
し
穴
秘
密
が
理
解
き

打
る
よ
う
な
気
が
す
る
．
と
に
か
く
古
文
重
宝
に
遥
阿
伺
了
い
ろ
の
了
〃
鳶
〕
、
察
し
荻
つ
く
．
日
本
Ｔ
も
、
古

文
真
宝
仮
よ
ヲ
了
織
の
名
が
早
く
が
今
知
弓
楓
看
エ
ラ
に
な
っ
た
の
だ
”
（
斎
藤
賊
『
李
駕
Ｌ
）

〆柵収北一派佃礎物誠，川灘鞘舩鯏蜘臘購蹴齪離蹴胤帥附醗胤畷馴醗聯聯畷駄麟臘胤蝋鯨蝋臘聯勘聯闘胤殿殿殿隙闘鰯畷聯
一
〒
一
二
日
一

８

０
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昌
誉
⑦
李
舅
⑦
ぼ
な
に
李
鶯
あ
る
い
け
字
長
吉
な
ろ
人
び
ぽ
ぽ
同
時
に
し
た
こ
と
け
確
か
Ｔ
へ
莞
の
侭
か
昌
台

の
李
爵
の
震
に
子
寺
己
元
で
い
る
庇
一
つ
勺
一
き
ば
独
一
皇
一
一
戻
吉
」
に
の
べ
た
。
ｈ
た
し
の
印
象
で
付
「
渦
少
塞

は
昌
告
の
李
筥
と
は
違
う
人
の
作
一
で
ば
な
い
か
と
恩
勺
か
．
干
伺
に
Ｌ
了
し
よ
く
鰍
Ｔ
Ｖ
ろ
な
あ
と
思
う
。

法
華
経
が
婆
運
奎
国
土
と
す
る
隠
退
付
・
天
上
か
局
の
迎
え
を
拒
む
人
と
Ｌ
て
李
商
陰
が
描
い
た
李
雪
の
際
と

び
７
派
〃
一
致
し
-
芋
商
陰
の
侭
い
涯
小
李
碧
隙
何
李
筥
の
詩
の
画
回
の
儲
も
管
し
い
主
碧
な
思
駕
を
目
に
見
え
る

よ
う
に
表
現
し
得
了
い
丁
批
評
文
学
⑦
傑
作
だ
と
信
じ
石
わ
涙
し
広
口
、
李
弩
が
法
華
経
垂
読
設
血
肉
と
Ｌ
了
い

た
る
ウ
ニ
と
は
疑
わ
可
く
て
も
よ
こ
三
だ
が
、
壽
勺
い
う
杓
穴
Ｌ
の
籔
じ
Ｅ
一
種
の
印
象
批
評
限
す
ぎ
な
い
か

弓豪渋する⑦だ。

わ
た
し
何
か
ブ
イ
§
て
ン
ピ
ヨ
、
一
と
い
う
人
の
Ｚ
ラ
ン
〉
ワ
，
夢
イ
ヨ
ヘ
ー
の
伝
記
逹
読
ん
元
苧
の
精
塞
な
探
求

に
鴬
い
た
が
同
硝
に
ｚ
マ
ノ
ズ
の
窒
料
保
存
の
工
夫
、
に
も
獄
附
し
在
．
中
国
も
篝
料
保
存
に
熱
沁
な
国
尺
が
《
李

鱸吐馴伽罪輪洲函窄州噛書くため仮。、ンヤンゼヨンがヴ剤ヨンに閏ＬＴ檸妨￥だ胴仙田０、”割》龍翫雫管

わたしが不思議に尾うの、演朝以後の中国の李豐研究言下衣ｈひとＵ昌曽ないＬ』長安痕出げけ

了いって舅の請とつま弱わせ辰報告が出了可と三だ．拙穗．九皿佃年五月十六一週切狐潜谷一江

Ｔ書いたぷう広篝のい辰ころの昌谷何一九七六茸のこんドミてけあとかたしロいだ言うと材掲う

が都堯抓にし了当法家詩人」とし丁嗣光をあてろ価値ある詩人ならば一箒の爵賑同一Ⅲ？呵排噸一郭一丑

《

…

、

今
寺

１

二画。。諄》ず二・一

蕊誹潭？ゞ
●

も

。

■

と

、

口
ロ

・
二
℃
■
。
、評畢

へ
毛
、
』
・
ロ
ｒ

←
』
苓
少
。
．
。

』垂》Ｆ今』やゆ争

今

》

凸

Ｆ

今蕊蕃一
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霞
鴬
躍
箪
瑳
募
喜
藍
詮
藍

け
な
い
が
、
俵
一

ろ
よ
う
了
あ
る
．

倖の礼讃文途書くひすに一薑一首を千打が生門匠了弱ズウ土陀とう害あわせ可設れぱへ少なくと

、
。
、
，
一
℃
”
、
．
、
、
、
ゞ
、
、
、
、
、
。
・
も
。
も

しフキ、あわせてもｈからなかつたとＶうことだけ何桐つまりＬよう・

李
騨
の
祖
先
の
壼
雲
な
一
人
了
お
ろ
李
寿
（
章
神
逼
）
の
蟇
が
発
癌
寺
杓
、
そ
の
内
壁
に
寺
院
道
観
が
猫
か
楓

Ｔ
い
辰
．
二
ｈ
吋
李
弩
の
詩
中
の
仏
教
的
な
も
の
這
識
的
な
も
の
と
か
か
り
〃
が
あ
る
か
ｂ
Ｌ
楓
切
・
》
奏
掘
涼
報

←

一

■

蓬読んだときから千の詳報を延佇期待し了いろかまだ徒ＬなＶ・手辰中国の、．以外の、》人可李笛

と李弄蓮と蚕時んで考察する記事王書い庭人は、・わ展しの同かにｎないらしい。

シ
ャ
ン
ピ
ヨ
ン
の
よ
う
な
学
風
壬
二
一
三
ｆ
否
定
で
き
る
理
論
が
あ
る
．
究
屋
小
町
が
何
年
何
月
何
日
に
圭
壬
柄

何
茸
同
月
何
日
に
死
ん
だ
こ
と
が
ｈ
か
う
て
も
わ
か
ら
な
く
了
し
、
ウ
ィ
ヨ
ン
の
究
星
小
町
王
う
た
へ
た
詩
の
価

値
付
増
減
せ
め
、
と
い
つ
極
め
了
正
当
な
文
学
理
論
だ
。

脱
し
な
い

嵜
楓
な
ら
李
箪
が
仏
教
徒
・
這
赦
徒
、
儒
家
-
法
家
い
ず
洞
の
信
奉
壱
下
嗣
ズ
つ
と
、
あ
る
い
け
請
中
に
い
か

な
る
流
娠
の
罵
想
ら
し
き
し
の
び
見
え
よ
う
と
-
ご
桐
主
た
作
品
の
価
値
と
付
置
椿
か
か
わ
ら
ぬ
．
《

文
学
斫
汽
と
い
う
も
の
は
心
杓
た
Ｌ
の
見
ろ
と
二
言
、
ロ
ワ
は
だ
も
た
も
た
し
派
も
の
（
。
手
だ
暗
中
檬
毒
蓬

干
椚
は
帯
椚
で
よ
い

ね
た
し
の
李
震
と
の
び
か
わ
〃
が
は
な
は
だ
も
た
も
た
Ｌ
了
い
ろ
切
同
專
今
わ
涙
Ｌ
の
不
敏
の
せ
い
で
申
し
わ

、

●

ないが俵敏な学言の作業王拝見Ｌても．李弩一卜か寺うていえば、やけＵ賄中厚索の気球もあ

わ
た
し
付
仏
教
徒
だ
け
楓
ど
李
寶
壷
仏
教
徒
だ
と
き
例
つ
け
了
害
こ
ぶ
気
付
な
い
。

句
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｡

ー

〃

趣

。

李
黄
の
詩
の
ふ
進
諄
な

。
Ｉ
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出

弓

。
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◆

■

、

Ｐ

-

Ｇ

Ｄ

ｅ
マ
』
。
←
。
生
一
口
》
与
轆
一
座
や
》
」
』
ぬ
●
や
一
一
寺
０
》
●
口
毎

●

丘

守

や

寺

冬

●

》

０

㎡

■

』

凸

-

ご

▲凸心も

》
』
本
一
・
号
遥
誤
↓
一
、
、
《
崖
峯
爾
弛
率
，
：
：
時
．
、
ゞ
｜
・
《
”
一
，
》
．

ｐ

●

。

＠

ロ

。

二

一

“

●

■

咋

凸

。

●

Ｆ

骨

■

曲

４

二

一

ｑ

凸

●

・・８・扣沈霧士「・広韻淨祭』↓沈需士一広韻声擦』ゞ
ご六六九年中文出瀕社刊）・に附託天、柄産＆・

一

申

卓

。、

ゆ

ゆ

今

●

●

夕

■

■

ｂ

■

ｂ

①

●

■

■

●

毎

◆

“

Ｊ

●

旬

■

ロ

一

昏

Ｆ
◆
ｅ
ロ
■
・
Ｄ
Ｐ
．
白
“
一
』
１
０
一
■
、
岨
ａ
←

カールグしシ惟定音恒・・訂正墓聲三藷霧篝諺壱皿箱へ胃罵違剥霊瀕謹

ｐ

①

４

叩

や

Ｃ

Ｆ

ｅ

■

、

ロ

。

。

？

。

字

句

９

◆

“

。

●

句

阜

０

旧・岬い，つく韻法↓いうべき篭法弧-６謝一伝が利數が〕霊一甜一さ特別幼侭也椅制を圭計の嶺：：》一

●

■

ぞ
■

ゆ

Ｇ

■

■

●

岨
’
一
旧
、
、
峯
電
才
似
曇
完
才
多
弱
Ⅳ
「
詩
鮒
↓
「
詩
的
」
兇
；
８
巖
雨
↓
雷
澗
髄
＆
》
Ｚ
大
鄙

■

巴
旬
●
■
《
Ｆ

《
』
旬
堂
●
一
Ｐ
．
■
ｐ
今
一
■
か
０
句
？
巳

■

『

◇

ｅ

手

①騨三至弓

■

由

■

→↓大都督府：：狸・６と上冗け出とＬＴは一鵬一〃蝉ヴ付る率刷-だ刈、勺肘ろ０が例潟》《油一一一一釉一』ゞ
一・雫一

一

。

○

◇ご・。■
二●ケ■

Ｑ

ゆ
ｂ

ｅ

■

旬

■

ロ

■

、

。

。
：
・
→
．
。
-
ロ
。
｝
◆
栂
←
。
．
《
。
．
←
》
珪
鍜
ｆ
『
．
。
。
・
・
・

■

一

も

。

Ｇ

■

函

●

・

口

占

。

。

■

●

ｌ》○島声

害代の文人、多少の差はあっても、設廿篇仏道三教となんらかのがかわ〃をもっ、呵り雷・〕だか

今見る方の主観で対象ダマのいす机かに壷調去、楓臺乞も起りう毫寺の偏差を小さくするよ

う原価がけながら・か楓の詩と仏経との〃か杓〃を、甑〃出ぜろものなら一甑〃出Ｌたいというの

りｌ手例ヒミズのわ尺しの一気持だ。醜Ⅱ出せ了、きてとうたどい、つのか、どいつ問いはｈたし

自苓で勝りその問いの前で蕊零ろと薑研究す壽薑味ない、一気に入荊ば銃ん蓑州

Ｌ柄はよし§景匠入らなげ門ば減〃出Ｌておけばよい、という身池蓋しない答えか出て来可唖へ》ぺ壬

制耶洲し蚕いてある。等椚Ｔよく、寺、ばまけとおし子いにＬてしまいたくもあるか、も、つしロ』／：峰

くもたし侭してり弓・葵いうのが法菫経と李雪がわ侭Ｌに教えてく椚辰こと今Ｌい・一日、→〉ご《；」-

ウ
だ
け
の
こ
と
で
漏
る
。
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代
⑦
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後
記
》
ゞ

本号仮とりかかつ一八か令碍肌浄″同ない事情が識到し、発行び塵延し屋寺椚令の事墳②到来

乏
淘
卜
が
け
め
と
感
じ
た
の
は
ｎ
尺
Ｉ
易
不
明
Ｔ
あ
る
，
今
祷
、
予
価
を
常
徳
と
考
え
・
発
行
王
急
が
ず
、
し
か

●
口
一
Ｆ
華
で
０
一
・

し
仕
事
は
中
断
し
な
く
と
し
す
む
よ
う
Ｋ
Ｌ
Ｔ
同
室
産
い
。

御
期
待
く
だ
さ
る
読
者
語
湧
Ｋ
制
し
一
Ｉ
、
い
よ
い
よ
申
Ｌ
訳
け
な
い
が
お
ゆ
る
し
顔
い
た
い
。

ゞ
昨
宝
三
か
ら
わ
た
Ｌ
は
年
算
・
暑
中
鳧
舞
汀
と
を
奏
止
Ｌ
た
ゞ
身
近
か
に
不
幸
の
弱
旬
た
こ
と
・
ぞ
②
ご
言

は
例
彗
織
諄
に
お
￥
わ
杁
石
二
と
、
な
ど
の
た
め
了
あ
る
④
今
僚
と
も
失
礼
壬
お
ゆ
る
し
頂
宍
、
穴
い
，

い
つ
も
多
く
の
方
々
か
ら
お
教
え
や
お
副
圭
Ｌ
壹
家
二
ｔ
い
る
が
本
弓
は
い
、
ば
教
示
を
掲
げ
ろ
ご
と
で
成
、
壱
一

案
十
三
弓
正
誤
一
〃
晶
輪
）
《
・
：
》
←

川・呵責澪↓西陵毘曇一《副沈溌士『広舗声察』ｊ究莞士『・厘鼠声察』に附記一、椚匠力１ル

クしンの盲値・伽■Ｅ：《値癖河↓直上げ一〒←ゴ

本号の斎藤胴氏の薑纈に教示禿、楓た正鵠は一二〒は省蹄Ｌ尺・壽十三弓以前にも訂正すべ寺、も

のが多く、箒十二十四二にも見落しに義りぴ雨弓うと患、つが次の機〈吾に謹止Ｌ産い。

が
↓
雷
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一

８
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。
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一
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